
●　次の条件項目の内容をご確認いただき、□に✔をご記入の上、会館受付へご提出ください。　各施設の利用定員を守ること。（裏面参照）　マスク着用を徹底すること。（マスクを持参していない者がいた場合は、主催者側でマスクを配　布し、着用率100％を担保すること。）　大声を出す者がいた場合、個別に注意を行うこと。　入館時に手指消毒を行うとともに、休憩時及び活動後等にも手洗い・手指消毒を行うこと。　咳エチケット（咳が出るときに肘の内側など手以外で口を塞ぐ等）を徹底すること。　参加者全員の健康状態を必要に応じて確認し、以下の(1)及び(2)に該当する者を参加させないこと。また入室前に参加者全員の検温を実施すること（検温器の貸出可）。　(1) 体調を確認し、発熱、風邪、咳、嗅覚・味覚障害の症状がある方　(2) ２週間以内に感染拡大している国、地域への訪問歴がある方　施設利用中は概ね３０分に一度、換気を行うこと。利用の前後及び休憩中は必ず窓及び扉の両方を開けること。　人と人が触れあわない程度の距離を確保し、利用者同士が正対するようなことがないようにすること。ただし、大声の発生を伴う利用の場合は、人と人の間隔（１ｍ）を要するものとする。　特に入退場時や待合場所等は密集することから、係員を配置して適切な誘導、案内をすること。　施設利用中は、可能な限り現金・物品などの取扱を行わないこと。特に展示室の備品については、破れにくい手袋を主催者側で用意し、着用の上取り扱うこと。　交流サロン、エントランスホール、トイレ前及び展示ロビー等のスペースでは、密接とならないよう譲り合って利用すること。　施設の利用中に会館職員が巡回する場合がありますので、これを受け入れるとともに、スタッフによる指示や協力要請には従うこと。これに従わない場合や会館の運営上支障があると判断した場合は、利用を中止させていただくことがあります。　万一感染者が発生した場合に備え、主催者は参加者全員の連絡先を把握するとともに、発生した場合には保健所等が行う追跡調査等に全面的に協力すること。※　施設管理者として賠償等の責任は一切負えません。　新型インフルエンザ等対策特別措置法に基づき、奈良県が施設の使用制限要請を行った場合は、使用制限期間中の利用承認が取消になることがあります。　スマートフォンをお持ちの参加者に対し、「接触確認アプリ（略称：ＣＯＣＯＡ）」をインストールするよう促し、感染症の拡大防止にご協力ください。　上記の項目以外に、業種別に策定された感染拡大防止ガイドラインを遵守すること。※　あくまでも現時点での内容であり、今後、国の通知等に合わせ内容の変更若しくは利用停止にな　る場合もありますので、予めご了承ください。※　上記利用条件をお守りいただけない場合や会館の指示に従わない場合は、利用を中止させていた　だく場合があります。
令和　　年　　月　　日 代表者又は担当者連　　 絡　　 先

奈 良 県 文 化 会 館新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止・収束に向けた
貸 館 施 設 の 利 用 条 件 同 意 書

利用者（団体）名　令和　　年度中の奈良県文化会館の利用に当たり、上記内容を理解し、利用することに同意します。

利用者の皆さまが健康でかつ安全・安心に奈良県文化会館をお使いいただけるよう、以下のチェックリストでのご確認とご対応をお願いいたします。



＊1　 舞台前から客席最前席の水平距離を2ｍ以上要するため、1,313席から最前席27席を減じ　 た席数を定員上限とする。＊2　 異なるグループ間又は個人間では座席を一つ空けることとし、親子等の同一グループ(5人以内)では座席間隔をあける措置は不要とする。これにより定員50%を超える場合は、相談すること。＊3　 食事を伴うものは、マスクを外すことから、大声の発生を伴うイベントと同様の取扱いとし、定員の50％以下とする。＊4　 合唱・ゴスペルなど(*4-1)や管楽器の演奏(*4-2)などは、マスクを外すことを前提としていることから、飛沫感染リスクを抑制するために定員を制限する。＊4-1 前後2ｍ以上、左右1ｍ以上を確保し、向かい合う配置を避けた目安＊4-2 トランペット・トロンボーンにおいて、最低でも1.5ｍ（可能な限り2m）を確保した目安ただし、利用開始前、休憩時、利用終了後は、常時マスク着用、会話抑制、手指消毒、換気（概ね30分に1回）を徹底すること。

  ２７名(*4-2)
研究室 ４０名 　　　  ２０名多目的室 机・椅子の使用あり ２８名 １４名　　机・椅子の使用なし ７０名   ４３名(*4-1)

和室 各　８名 　　　　各　４名特別展示室 密にならない程度の間隔（最低限人と人が触れあわない程度の間隔）を確保すること。展示室Ａ展示室Ｂ展示室Ｃ展示室Ｄ展示室Ｅ

第１～第３会議室 各５０名 　　　　各２２名集会室 特別 　２４名   　　　　１０名Ａ・Ｂ 各５０名 　　　　各２２名Ｃ～Ｆ 各１２名 　　　　各　４名
国際ホール １，２８６名(*1) 　　　　６１９名　　小ホール ２８８名 　　　　１０８名

令和３年１０月末まで利用可能な定員（ただし、国の通知等により変更する場合があります。）施設名称 大声の発生を伴わない利用 大声の発生を伴う利用定員100％以内 定員50％以内 (*2)
(*3)

(*4)


